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編　  修　  趣　  意　  書
（教育基本法との対照表）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31－17 中学校 道　徳 道　徳 第３学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

116　日文 道徳　904　　　905
中学道徳　あすを生きる　３　　　　　　
中学道徳　あすを生きる　３　道徳ノート

―自信をもって，よりよくあすを生きるために―
小学校6年間の学びをもとに，中学校3年間で道徳科の学びを一つずつ積み上げながら，
一人ひとりがよりよく生きる喜びと誇りをもって，他者と共に社会を創造していく。

私たちはそのたすけとなることを願って，教科書を編修しました。

1. 編修の基本方針

「教育基本法 第２条 教育の目標」を実現するために，次の基本方針を定めました。

1
基本方針 主体的な学びを！

自ら考え，学び，一人ひとりが誇りをもった
生き方ができるようサポートします。（第 2条 1，2）

3
基本方針 社会を創造する道徳教育を！

「いま」・「これから」の社会の課題にしっ
かり対応し，深い学びをサポートします。

（第 2条 1，2，3，4，5）
2
基本方針 授業に躍動感を！

「考え，議論する」道徳科となるよう，
対話的な学びをサポートします。

（第 2条 1，2，3）

基本方針

1 自ら考え，学び，一人ひとりが
誇りをもった生き方ができるよ
うサポートします。 （第２条１，２）

主体的な学びを！ 基本方針

2 「考え，議論する道徳」となる
よう，対話的な学びをサポート
します。 （第２条１，２，３）

授業に躍動感を！

基本方針

3 「いま」「これから」の社会の課題にしっかり対応した
深い学びをサポートします。 （第２条１，２，３，４，５）

社会を創造する道徳教育を！
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1  「こんな生き方もあるんだ！」 　　感動・共感・思考を喚起する教材
　人間が，ときに見せる弱さや苦悩，奮起する強さや気高さ……。生徒に新たな発見をもたらし，一人ひとりが，
人間としての誇りある生き方を考えたくなる――そんな教材を選定しました。

2  「よりよい自分になりたい！」 　　学びの見通しをもち，成長を実感できる工夫

3  「将来にわたって生き方を追求したい！」 　　系統性への配慮，小，中，高連携
　中学校3年間の発達の段階を考慮し，学年ごとにテーマを設定しました。特にキャリア教育の理念に配慮し
た小，中，高連携について，教材の選定や配列において工夫を加えました。

基本方針

1 自ら考え，学び，一人ひとりが誇りをもった生き方ができるようサポートします。
主体的な学びを！

第 1 学年
新しい自分と「であう」

第 2 学年
人との関係を「みつめる」

第3学年
よりよい人生を「ひらく」

中学生になり，自分のよさ
や能力など，新しい自分と
出会う中で，自己を理解し，
自尊感情を育てます。

仲間と互いに認め合い，職
場体験などと関連づけて，
社会参画の意識と自己有用
感を育てます。

最高学年として，公共の精
神や国際社会への意識を高
め，誇りと志のある生き方
を育てます。

小学校

よりよく
生きる力
を養う

高等
学校

　巻頭オリエンテーションのページでは，道徳科で
学ぶことや学び方をわかりやすく示し，生徒が主体
的に学習を進められるようにしました。

　別冊「道徳ノート」を活用することで，学習を振
り返り，生徒自身が中学校3年間の成長を実感で
きるようにしました。

（p.44 ～ 45）（p.10 ～ 11）

（p.2 ～ 3） （p.2 ～ 3）

自分に＋１
道徳科の学びを前向きに積
み上げ，自分に自信がもて
るように！



-- 3 --

1  主体的・対話的で深い学びの実現 　　問題解決的／体験的な学習
　「問題解決的な学習」「体験的な学習」の手法に適した教材には，生徒の学びと教師の指導の参考例となるよう，
「学習の進め方」を設けています。そして，別冊「道徳ノート」を併用することで言語活動を充実し，多面的・
多角的に「考え，議論する道徳」を実現できるようにしています。

2  多彩なコラムで学びを広げ深める
　道徳科以外の学習での活用や他教科との関連を意識した「プラットホーム」や，教材の内容理解に役立つ「参
考」で，生徒が互いにより深く楽しく考え合えるようにしました。

3  効果的なデジタルコンテンツ
　　　のアイコンが配置された教材には，授業の導入や展開で効果的に活用できる参考動画や関連画像などを，
ウェブページ上にデジタル教材として準備しました。必要に応じて活用することで，生徒が興味・関心をもっ
て学習に取り組むことができるようにしています。

基本方針

2 「考え，議論する道徳」となるよう，対話的な学びをサポートします。
授業に躍動感を！

（p.32 ～ 33） （p.18 ～ 19）（p.32 ～ 33） （p.18 ～ 19）

（p.84 ～ 85） （p.41） （p.55）（p.84 ～ 85） （p.41） （p.55）
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台
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な
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積
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も
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を
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た
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台
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来
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。
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。
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。
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濱
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に
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の
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で
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▼
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な

む
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「
こ
れ
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、
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だ
ご
と
で
な
い
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と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
五ご

兵へ

衛え

は
家
か
ら
出
て
き
た
。
今
の
地じ

震し
ん

は
、
べ
つ
に
激
し
い
と
い

う
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ど
の
も
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で
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な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
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れ
方
と
、
う
な
る
よ

う
な
地
鳴
り
と
は
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い
た
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で
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な
い
不
気
味
な
も
の
で
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人間の気高さ

風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン

突と
つ

然ぜ
ん

の
手
紙
に
は
驚お

ど
ろ

い
た
け
ど
嬉う

れ

し
か
っ
た

何
よ
り
君
が
僕ぼ

く

を
怨う

ら

ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

こ
れ
か
ら
此こ

処こ

で
過
ご
す
僕ぼ

く

の
毎
日
の
大
切
な

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
り
ま
す

　あ
り
が
と
う

　あ
り
が
と
う

ナ
イ
ロ
ビ
で
迎む

か

え
る
三
度
目
の
四
月
が
来
て
今い

ま

更さ
ら

千ち

鳥ど
り

ヶが

淵ふ
ち

で
昔
君
と
見
た
夜
桜
が
恋こ

い

し
く
て

故ふ
る
さ
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で
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な
く
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う

京き
ょ
う

の
桜
が
恋こ

い

し
い
と
い
う
こ
と
が

自
分
で
も
お
か
し
い
位
で
す

　お
か
し
い
位
で
す

三
年
の
間
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
廻ま

わ

り

そ
の
感
動
を
君
と
分
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
沢た

く

山さ
ん

あ
り
ま
し
た

ビ
ク
ト
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の
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の
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い

に
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つ
時

　暗
く
な
る
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や

キ
リ
マ
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ャ
ロ
の
白
い
雪

　草
原
の
象
の
シ
ル
エ
ッ
ト

何
よ
り
僕ぼ

く

の
患か

ん

者じ
ゃ

た
ち
の

　瞳ひ
と
み

の
美
し
さ

こ
の
偉い

大だ
い

な
自
然
の
中
で
病や

ま

い
と
向
か
い
合
え
ば

神
様
に
つ
い
て

　ヒ
ト
に
つ
い
て

　考
え
る
も
の
で
す
ね

や
は
り
僕ぼ

く

た
ち
の
国
は
残
念
だ
け
れ
ど
何
か

大
切
な
処と

こ
ろ

で
道
を
間ま

違ち
が

え
た
よ
う
で
す
ね

去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
国
境
近
く
の
村
で
過
ご
し
ま
し
た

こ
ん
な
処と

こ
ろ

に
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
や
っ
て
来
ま
す

　去
年
は
僕ぼ

く

で
し
た

闇や
み

の
中
で
は
じ
け
る
彼か

れ

等ら

の
祈い

の

り
と
激
し
い
リ
ズ
ム

南
十
字
星

　満
天
の
星

　そ
し
て
天
の
川

診し
ん

療り
ょ
う

所
に
集
ま
る
人
々
は
病
気
だ
け
れ
ど

少
な
く
と
も
心
は
僕ぼ

く

よ
り
健
康
な
の
で
す
よ

僕ぼ
く

は
や
は
り
来
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す

辛つ
ら

く
な
い
と
言
え
ば
嘘う

そ

に
な
る
け
ど

　し
あ
わ
せ
で
す

あ
な
た
や
日
本
を
捨
て
た
訳
で
は
な
く

僕ぼ
く

は
「
現い

在ま

」
を
生
き
る
こ
と
に
思
い
上
が
り
た
く
な
い
の
で
す

空
を
切
り
裂さ

い
て
落
下
す
る
滝た

き

の
よ
う
に
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1  現代的・社会的課題への対応
　これからの社会を創造していく生徒たちが，自分の生き方に誇りをもち，他人ごとではなく自分のこととし
て考えられるようにするとともに，教育基本法の理念に呼応した諸課題について，テーマごとに教材を選定し
ました。

基本方針

3 「いま」「これから」の社会の課題にしっかり対応し，深い学びをサポートします。
社会を創造する道徳教育を！

（p.146 ～ 147）（p.146 ～ 147）

　我が国の伝統や文化の重要性，それ
を受け継ぎ発展させていく心に関わる
内容を取り上げています。

⑦ 伝統・文化

（p.86 ～ 87）（p.86 ～ 87）

　情報活用能力の育成に向け，遵法精
神などの内容を取り上げています。

⑤ 情報モラル

（p.150 ～ 151）（p.150 ～ 151）

　日本に生きる一員としての自覚をも
ち，国際社会に貢献し，協調していく
内容を取り上げています。

⑧ 国際理解

（p.126 ～ 127）（p.126 ～ 127）

　自然愛護や自然への畏敬の念，持続
可能な開発のための教育（ESD）に
関わる内容を取り上げています。

⑥ 環　　境

（p.26 ～ 27）（p.26 ～ 27）

　いじめを人間として許さない，誇り
ある生き方について考える内容を取り
上げています。

①「いじめ」と向き合う

（p.48 ～ 49）（p.48 ～ 49）

　生命の尊さについて，その連続性や
有限性などを含めて深く考える内容を
取り上げています。

③ いのちの大切さ

（p.170 ～ 171）（p.170 ～ 171）

　キャリア教育に関連し，社会参画の
意識や公共の精神をもってよりよい社
会をめざす内容を取り上げています。

② よりよい社会と私たち

（p.78 ～ 79）（p.78 ～ 79）

　防災，生活安全，交通安全など安全
教育に関わる内容を取り上げています。

④ 安全に生きる
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　教育基本法第２条に示された教育の目標に基づき，多面的・多角的な知識と教養，豊かな情操と道徳心，伝統・文化を
大切にする心，自己を見つめ社会を創造する豊かで広い公共の精神を育むため，多様な教材の選択と構成に意を用いました。

1  特別支援教育の視点から見た配慮
　すべての生徒が等しく学べるように，特別支援教育の視点から，カラーバリアフリー
を含めたユニバーサルデザインなど，次のような配慮をしました。
①  UD フォント（ユニバーサルデザインに対応した書体）を用い，文字の大きさ，
罫線や囲みの使い方，配色など，レイアウトを工夫し，読みやすくしました。

② 中学校で学習する漢字には，教材ごとにすべて振り仮名をつけました。

2  保護者への配慮 　　家庭，地域との連携
　「道徳科」がどのような教科なのか，またこの教科書でどのようなことを学ぶのかを，巻頭などのメッセー
ジ性の強い紙面で保護者にも伝え，学校・家庭・地域の連携を支援するようにしました。

3  地域社会への配慮 　　地域に根差した教材の選定・開発
　日本の各地域の魅力的な教材を取り上げ， 生徒が実感を伴って学習できるようにしました。

4  環境への配慮 　　環境にやさしい教科書作り
　地球環境への負荷に配慮して，教科書用紙には再生紙を使用し，植物油インキを用いて印刷しました。

5  生徒への配慮 　　持ち運びの負担を軽減
　生徒の負担を軽減するため，教科書用紙の軽量化を図りました。

2. 対照表

第２条との
対照 構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

第１，２号

巻頭ページ もくじ，オリエ
ンテーション　

もくじでは，教材の配列や教科書の使い方などを生徒にわかりやすく示
しました。 表見返し〜 p.1

第１，２号
オリエンテーションページでは，「道徳科で学ぶこと」で学習内容やそ
のねらいなどを端的に記し，「道徳科での学び方」で学習方法を解説し，
学習の支援になるよう配慮しました。

p.2 〜 5

第１号

本　文

共通事項

教材で扱う題材は，発達の段階を踏まえながら，家庭，学校，社会の幅
広い分野のものをバランスよく配列しました。 全　般

第１〜５号 学習指導要領への準拠性を重視し，道徳的価値に関するすべての内容項
目を扱いつつ，重点とすべき内容項目を集中的に取り上げました。 全　般

第３〜５号
道徳教育における現代的な課題を重視し，いじめの防止，生命の尊重，
社会参画，伝統と文化，国際理解などの内容や道徳的価値を取り扱う教
材に重きをおきました。

全　般

第１号 正確な記述で，生徒が読み取りやすく，教師にとっても指導しやすい紙
面構成としました。 全　般

第１〜３号 問題解決的な
学習の進め方

問題解決的な学習に資するよう，道徳的な問題を主体的にとらえ，多面
的・多角的に考え，解決していくステップを例示し，道徳性を育成する
ための手引きとなるページを提示しました。

p.32 〜 33 など

第１〜３号 体験的な学習
の進め方　　

体験的な学習に適している教材には，動作化や役割演技などの体験的な
学習をとおして，自分との関わりで道徳的価値についての考えを深める
ためのページを提示しました。

p.18 〜 19 など

第１〜５号 コラム プラットホーム 教材で示される内容などをより多面的・多角的に考えることができる
ページとして，関係する教材の前後に配置しました。 p.42 〜 43 など

第１〜５号 コラム 参　考 教材理解に役立つ参考資料として，関係する教材の後に配置しました。 p.55 など

第１，２号 別　冊 道徳ノート
別冊としてノートをつけ，書く活動をとおして生徒が思考をより深める
ことができるようにするとともに，教師の指導や評価にも生かすことが
できるよう工夫しました。

別　冊

3. 上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
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編　  修　  趣　  意　  書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31－17 中学校 道　徳 道　徳 第３学年
※発行者の番号・略称 ※教科書の記号・番号 ※教科書名

116　日文 道徳　904　　　905
中学道徳　あすを生きる　３　　　　　　
中学道徳　あすを生きる　３　道徳ノート

1  学ぶべきときに，学ぶべき内容を配置したことで，１年間の流れが見える
　生徒が主体的に取り組めるよう，発達の段階などを踏まえて身近な教材を選定し，適切な時期に配列しまし
た。また，「『いじめ』と向き合う」「よりよい社会と私たち」という重要なテーマについては，１年間に複数
のユニットを配置しました。

2  「３つのステップ」で１時間の学習の流れが見える
　友達や教師と一緒に考え合い，豊かな対話が生まれるように，学習要素を設定しました。

1. 編修上特に意を用いた点や特色

特　色

1 「学習の流れ」が見える

（表見返し～ p.1）

１〜３月…１年間のまとめや，将
来の生き方を見すえた教材を配列。

８〜12月…集団生活を送りつつ，
友情や社会参画に関わる教材を配列。

４〜７月…最高学年としての自覚をうながす，
生き方やいじめ防止に関わる教材を配列。

重要なテーマには，教材やコ
ラムを組み合わせたユニット
を配置。生徒の実態に応じ
た授業を展開できます。
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退
院
の
日
、K
君
に
「
あ
り
が
と
う
」
そ
う
言
う
の
が
や
っ
と
だ
っ

た
。
僕ぼ

く

は
必
死
で
涙な

み
だ

を
こ
ら
え
た
。
K
君
は
笑
っ
て
い
た
。
必
ず
病

気
を
克こ

く

服ふ
く

出
来
る
と
信
じ
て
い
た
か
ら
再
会
を
約
束
し
た
。
僕ぼ

く

は
大

き
く
息
を
吸
っ
て
病
院
を
出
た
。

自
宅
に
帰
っ
て
あ
る
日
僕ぼ

く

は
外
に
出
た
。
中
学
校
の
同
級
生
数
人

と
出
会
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
僕ぼ

く

を
見
て
驚お

ど
ろ

い
て
い
た
。
僕ぼ

く

が
軽
く
会え

釈し
ゃ
く

を
し
て
通
り
す
ぎ
よ
う
と
し
た
時
、
一
人
が
僕ぼ

く

の
か
ぶ
っ
て
い
た

帽ぼ
う

子し

を
頭
か
ら
取
っ
て
駆か

け
出
し
て
い
っ
た
。
他
の
友
人
達た

ち

が
僕ぼ

く

の

頭
を
見
て
「
な
ぁ
ん
だ
髪か

み

が
あ
る
じ
ゃ
ん
」
そ
う
言
っ
た
。
一い

っ

瞬し
ゅ
ん

呆ぼ
う

然ぜ
ん

と
し
た
が
平
気
だ
っ
た
。
そ
の
時
、
病
院
で
K
君
が
言
っ
た
「
外

は
厳
し
い
」
と
言
っ
た
事
が
わ
か
っ
た
。

僕ぼ
く

が
退
院
し
た
後
も
K
君
の
入
院
生
活
は
続
い
て
い
た
。
僕ぼ

く

が
外

来
で
病
院
に
行
っ
た
時
、
知
っ
て
い
る
看
護
師
さ
ん
か
ら
彼か

れ

は
決
し

て
諦あ

き
ら

め
ず
に
病
気
と
闘た

た
か

っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
僕ぼ

く

が
K
君
に
メ
ー
ル

を
し
て
も
彼か

れ

は
い
つ
も
冗じ

ょ
う

談だ
ん

ば
か
り
で
、
厳
し
い
病
状
に
あ
る
こ
と

な
ど
は
一
言
も
言
わ
な
い
。
あ
る
時
検
査
で
僕ぼ

く

が
病
院
に
行
く
の
で
「
逢あ

え
る
か
な
」
と
メ
ー
ル
を
送
る
と
「
逢あ

え

る
よ
」
と
短
い
返
事
が
返
っ
て
き
た
。
久
し
ぶ
り
に
逢あ

う
の
で
ド
キ
ド
キ
し
て
待
っ
て
い
る
と
車
イ
ス
に
乗
っ
た
K

君
が
近
づ
い
て
き
た
。「
あ
っ
K
君
だ
」
と
出
た
言
葉
を
飲
み
込こ

ん
だ
。
彼か

れ

は
別
人
の
様
に
姿
が
変
わ
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
言
葉
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
け
ど
眼
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝か

が
や

い
て
い
た
。
僕ぼ

く

と
逢あ

え
た
事
を
喜
ん
で
く
れ
て
い

た
。
病
室
で
逢あ

え
る
の
に
、
僕ぼ

く

の
た
め
に
下
ま
で
下
り
て
来
て
く
れ
た
の
だ
。
ふ
と
僕ぼ

く

は
、
も
う
二
度
と
K
君
に
逢あ

え
な
い
事
を
感
じ
た
。
そ
し
て
「
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
」
と
言
っ
て
別
れ
を
告
げ
た
。

夢
に
向
か
っ
て
生
き
る
た
め
に
、
何
度
も
病
気
と

闘た
た
か

っ
て
、
そ
の
度
に
最
後
ま
で
諦あ

き
ら

め
ず
に
頑が

ん

張ば

っ
て
い

た
K
君
。
そ
の
彼か

れ

が
天
国
に
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
。
僕ぼ

く

は
彼か

れ

に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た
い
。
僕ぼ

く

は
弱
い
か
ら
K

君
み
た
く
頑が

ん

張ば

れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
命
の
重

さ
・
決
し
て
諦あ

き
ら

め
ず
頑が

ん

張ば

る
強
さ
・
そ
し
て
偏へ

ん

見け
ん

や
好こ

う

奇き

心し
ん

で
人
を
見
て
は
い
け
な
い
事
を
忘
れ
は
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 

作
・
納な

谷や

祐ゆ
う

輝き

 

「
第
二
十
七
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」

 

日
本
放
送
協
会
会
長
賞
受
賞
作
品
に
よ
る

 

絵
・
高た

か

杉す
ぎ

千ち

明あ
き

 プラスワン

差
別
や
偏へ

ん

見け
ん

の
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

自分に

「
僕ぼ

く

」
は
ど
ん
な
思
い
か
ら
「
彼か

れ

に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た

い
。」
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

考えてみよう
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仕
切
り
の
カ
ー
テ
ン
が
サ
ー
ッ
と
開
い
て
「
K
で
す
」
と
、
隣と

な
り

の
ベ
ッ
ド
か

ら
顔
を
上
げ
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
K
君
と
初
め
て
出で

逢あ

っ
た
。
印
象
は
、
眼め

が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝か

が
や

い
て
い
て
イ
ケ
メ
ン
で
格
好
良
い
と
思
っ
た
。

僕ぼ
く

は
中
学
1
年
の
時
に
病
気
で
東と

う

京き
ょ
う

の
大
学
病
院
に
入
院
し
た
。
患か

ん

者じ
ゃ

ば
か

り
の
病び

ょ
う

棟と
う

に
着
い
て
、
今
日
か
ら
長
い
入
院
生
活
を
す
ご
す
病
室
に
入
り
「
納な

谷や

祐ゆ
う

輝き

で
す
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

を
し
て
ベ
ッ
ド
に
座
っ
て
も
不
安
と
緊き

ん

張ち
ょ
う

で
落
ち
つ
か

ず
、
病
室
の
中
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
見
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
明
る
く
声
を
か

け
て
く
れ
た
の
が
K
君
だ
っ
た
。
高
1
で
入
院
も
す
で
に
6
ヶか

月げ
つ

に
な
る
と

言
っ
て
い
た
。
病
院
内
の
事
は
何
で
も
知
っ
て
い
て
教
え
て
く
れ
た
。

一
日
の
治ち

療り
ょ
う

が
終
わ
り
体
調
の
良
い
時
は
遅お

そ

く
ま
で
冗じ

ょ
う

談だ
ん

ば
か
り
言
っ
て
過

ご
し
て
い
た
。
何
で
も
話
せ
る
仲
に
な
っ
て
い
た
が
、
決
し
て
お
互た

が

い
の
病
名

は
聞
か
な
い
。
病
状
の
事
な
ど
に
ふ
れ
な
い
。
そ
れ
が
病
気
に
勝
つ
た
め
に
必

死
で
闘た

た
か

っ
て
い
る
仲
間
に
対
す
る
ル
ー
ル
だ
。
同
じ
部
屋
に
い
る
の
だ
か
ら
嫌い

や

で
も
お
互た

が

い
の
病
名
は
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
聞
か
な
い
。
時
々
廊ろ

う

下か

に
出

る
と
驚お

ど
ろ

く
。
障
害
の
あ
る
子
、
髪か

み

が
抜ぬ

け
て
い
る
子
。
で
も
ど
の
子
の
顔
に
も

暗
さ
な
ど
少
し
も
な
い
。
明
る
く
普ふ

通つ
う

に
遊
ん
で
い
る
。
病び

ょ
う

棟と
う

で
は
好こ

う

奇き

の
視
線
で
見
る
人
は
一
人
も
い
な
い
。
で

も
病び

ょ
う

棟と
う

か
ら
一
歩
外
に
出
た
時
は
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
て
し
ま
う
。

あ
る
時
、
K
君
が
「
祐ゆ

う

輝き

、
地
下
の
売
店
に
行
こ
う
。
い
ろ
ん
な
物
が
売
っ
て
い
る
か
ら
」
と
言
っ
た
。
売
店
に

行
く
に
は
病び

ょ
う

棟と
う

か
ら
出
て
大
勢
の
人
が
い
る
外
来
を
通
っ
て
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
僕ぼ

く

は
人
に
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見

ら
れ
る
の
が
嫌い

や

だ
っ
た
。「
祐ゆ

う

輝き

行
こ
う
」と
堂
々
と
歩
い
て
い
っ
た
K
君
を
僕ぼ

く

は
あ
わ
て
て
追
い
か
け
て
い
っ
た
。

そ
し
て
売
店
で
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
外
来
用
の
休き

ゅ
う

憩け
い

室
で
二
人
で
飲
ん
だ
。

病び
ょ
う

棟と
う

の
患か

ん

者じ
ゃ

は
守
ら
れ
て
い
る
が
病び

ょ
う

棟と
う

か
ら
一
歩
外
に
出
た
ら
そ
う
で
は
な
い
。
姿
・
形
が
少
し
違ち

が

っ
た
だ
け
で

も
好こ

う

奇き

の
目
で
見
ら
れ
、
顔
を
そ
む
け
る
人
も
い
る
。「
皆み

な

同
じ
人
間
な
の
だ
か
ら
恥は

じ
る
事
な
い
よ
」
K
君
は
僕ぼ

く

に
そ
う
言
い
た
く
て
売
店
に
連
れ
て
来
た
の
だ
と
思
っ
た
。
長
く
辛つ

ら

い
闘と

う

病び
ょ
う

生
活
を
頑が

ん

張ば

れ
て
、
家
族
・
友
達
・
学

校
に
帰
れ
る
の
も
K
君
が
い
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
軽
く
な
い
命
の
重
さ
、
だ
か
ら
み
ん
な
頑が

ん

張ば

れ
る
の
だ
と

思
う
。

15

命
の
大
切
さ

僕
ぼく

（祐
ゆう

輝
き

）

K君

豊かな人権感覚
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（p.92 ～ 95）

自分に 考えてみよう

考え議論し，ねらいに迫る
ための発問例です。

２ 考え，議論する，深める
考えてみよう

15

命
の
大
切
さ

豊かな人権感覚

主題名
この教材で「何を考
えるのか」を明示。
導入発問としても活
用できます。

命の大切さ 92

（祐
ゆう

輝
き

）

君

（p.92 ～ 95）（p.92 ～ 95）

登場人物
登場人物を紹介する
ことで，内容把握を
助け，議論する時間
を確保しやすくして
います。

95 15

う
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

この授業で学んだこ
とを前向きに生かす
ための発問例です。

３ 見つめる，生かす
自分に＋１

１ 気づく
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3  「学習の進め方」で躍動感あふれる授業ができる
　「問題解決的な学習」「体験的な学習」に適した教材には，参考例として「学習の進め方」を設け，授業の展
開をイメージしやすくしました。

1  話し合いたくなる，自由に使える
・ 別冊の「道徳ノート」は，１教材１ページで構成しています。
　 発問欄を空白にすることで，より自由な授業展開にも対応して
います。
・ 友達の意見を記入する欄を設け，多面的・多角的に考えられる
ように配慮しました。

2  生徒一人ひとりの成長を励ますことができる
・ 生徒は，「道徳ノート」に自分の考えなどを書くことで，道徳
科の学びを積み重ね，自らの成長を実感できます。また教師に
とっても，生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的
に把握できるようにしました。
・ 生徒が自ら考え，議論し，新しく発見した道徳的価値の理解や
他者から学んだ内容を書き留めることで，自己評価を計画的・
発展的に進めることができるようにしました。
・ 学期ごとに振り返り欄を設け，自らの成長を実感できるように
しました。
　

（p.108 ～ 109） （p.168 ～ 169）

「問題解決的な学習」の進め方
学習のステップを示すことによって，迷わず学習を進め
られるようにしています。

「体験的な学習」の進め方
中学生の発達の段階を考慮し，１時間で無理なく実施で
きる体験的な活動を精選しています。

特　色

2 別冊「道徳ノート」で心の成長を記録する

（p.3）

（p.40）
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 「いじめ」と向き合う　ユニット

　「いじめ」を自分たちの問題として主体的に考え議論できるよう，多様な教材やコラムをユニット化し，年
間で複数配置しました。

ユニットの基本構成（例　「いじめ」と向き合う①）

 よりよい社会と私たち　ユニット

　これからの社会を担う生徒たちが，よりよい社会の実現について自分のこととして考え取り組んでいけるよ
う，「社会に開かれた教育課程」を念頭にユニット化しました。社会参画，勤労に関わる教材を中心に，年間
で複数配置しています。

ユニットの基本構成（例　よりよい社会と私たち①）

特　色

3 「いじめ」に正面から向き合う

（p.24 ～ 25）（p.24 ～ 25）

ユニットの扉

（p.26 ～ 33）（p.26 ～ 33）

「いじめ」を直接的に
扱った教材

（p.36 ～ 40）（p.36 ～ 40）

「いじめ」を間接的に
扱った教材

（p.34 ～ 35） （p.42 ～ 43）

「いじめ」に関する知識を
深めるコラム

（p.42 ～ 43）

「いじめ」防止のスキルを
身につけるコラム

特　色

4 よりよい社会のために

（p.56 ～ 57）（p.56 ～ 57）

ユニットの扉

（p.58 ～ 60）（p.58 ～ 60）

将来の生き方
について考え
る教材

（p.72 ～ 77）

部活動の引退
を扱った教材

（p.68 ～ 71）（p.68 ～ 71）

障がい者スポーツ
を扱った教材

働くこととは
何かについて
考える教材

（p.62 ～ 67）（p.62 ～ 67）
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〔教科書の特色表〕　※教科書の特色を簡潔にまとめてあります。

基
本
事
項

準
　
拠
　
性

教育基本法の遵守

・�教育基本法第２条の「教育の目標」を達成するため，同条第１項から第５項に示されるよう
な人格の育成をめざした教科書としています。

　�①広い知識・教養と豊かな人間性②人間尊重の精神と自主自律，勤労の精神③公正公平と公
共心④自然愛護，環境保全⑤伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度と国際理解，親善の心

学習指導要領の遵守
・�学習指導要領に示された道徳科の目標の実現をめざし，指導すべき事項として示された内容
項目はすべて扱い，さらに重点事項や配慮・留意事項を重視しています。

公 正 性
・�教材の選定，記述に当たっては，内容が一面的，断定的な見解に偏っていないか，広く受容
されているかを，十分に吟味・検証しています。

正 確 性 ・�検定基準等に照らして的確な内容であることを検証しています。

内
容
・
系
統
性

発 達 の 段 階 へ の 配 慮
（ 小， 中， 高 連 携 ）

・�生徒の発達の段階を考慮した内容とし，１年間や中学校３年間を通した系統性に配慮しました。
・�「小，中，高」の連携にも配慮し，よりよく生きる喜びを実感し，国家・社会の一員として
社会参画の意識を育てる内容としました。（p.6〜9，p.170〜173など）

配 列 ・ 分 量 ・ 他
教 科 等 と の 関 連

・�生徒の発達の段階に応じて，内容と文字量を考慮しました。
・�他教科等の学習や，様々な活動との関係を考慮して配列しました。
・�学習計画や見通しが立てやすいよう，一覧性のあるもくじにしました。

学 習 意 欲・主 体 的
な 学 習 態 度 の 育 成

・�生徒が感動と共感をもって，興味・関心を高めることができるよう，生命の尊厳，自然保護，
伝統と文化，先人の伝記，スポーツ，情報化への対応等の現代的な課題など，多様な題材を
教材として用いました。

・�生徒が自主的，主体的に学びやすいよう，テーマと発問例を教材ごとに示しました。
・�「道徳ノート」（別冊）で学習を振り返り，生徒自身が成長を実感できるようにしました。

多 様 な 学 習 の 実 現
・�多様な学習に対応できるよう，「問題解決的な学習」「体験的な学習」に適した教材のページ
には「学習の進め方」を例示しました。（p.108〜109，p.168〜169など）

重
　
点
　
課
　
題

現 代 的・社 会 的
課 題 へ の 対 応
（いじめ・情報モラルほか）

・�人間尊重の精神と生命の尊重を基本に，「いじめの防止」「安全の確保（防災・防犯・交通安
全）」「情報モラル」などの現代的・社会的課題への対応を重視した教材を用意しました。

　（p.24〜43，p.78〜85，p.86〜91など）

伝 統・文 化 の 尊
重 と 国 際 理 解

・�伝統・文化の尊重と国や郷土を愛する態度の育成を重視するとともに，他国の文化にも興味
をもたせ，国際理解・親善に関心を促す教材を用意しました。（p.20〜23，p.44〜47など）

社 会 の 持 続
可 能 な 発 展

・�環境，貧困，人権，平和，開発など，社会の持続可能な発展に関わる問題についても，発達
の段階に即して道徳的な観点から取り扱いました。（p.126〜135，p.150〜153など）

そ の 他 の 現 代 的・
社 会 的 な 課 題

・�「社会に開かれた教育課程」を実現できるよう，教材選定やテーマ設定を工夫しました。
・�食育・健康教育，消費者教育，法教育，キャリア教育などの社会的課題も取り扱っています。

そ
の
他

家 庭 学 習 へ の 配 慮
・�「道徳ノート」（別冊）は，家庭学習との連携も図れるようにしました。
・�道徳科の学習のねらいや学び方を保護者へもメッセージとして発信し，学校，家庭，地域の
連携を示唆しました。

地域教材の活用・開発
・�生徒にとって特に身近に感じられる，地域の特色を生かした地域教材の活用，開発にも配慮
しました。

他教科・活動との関連
・�道徳教育の要としての特質に鑑み，学校生活を踏まえた教材配列，各教材に関連する他教科・
活動の巻末明示など，カリキュラムマネジメントの充実化に役立つよう配慮しました。

デ ジ タ ル 教 材 の 活 用 ・�別途デジタル教材を提供する体制を整え，学習効果をより高められるよう配慮しました。

特 別 支 援 教 育 の
観 点 か ら の 配 慮

（ＣＵＤなど）

・�すべての生徒が等しく学べるよう，カラーバリアフリー，ユニバーサルデザインなどを採用
し，特別支援教育の観点に配慮しました。

・�拡大教科書を制作します。

判 型 ・�Ｂ５判を採用し，付属の道徳ノート（Ｂ５判）と併せて取り扱いしやすくしました。

文 字・印 刷・製 本

・�中学校で学習する漢字には，すべて振り仮名をつけました。
・�文字は，ユニバーサルデザインに配慮し開発されたUDフォントを使用しました。
・�本文用紙は十分な強度を有する軽量化した再生紙を使用し，表紙にはコート紙を用いて美感
のあふれた外観にします。

・�植物油インキを用いて印刷し，製本は堅牢なあじろ綴じとし，開きやすくしました。
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2. 対照表

第３学年

図書の構成
学習指導要領の内容項目とキーワード 配当

時数 配当学期
番号 頁 テーマ 教材名

１ ６〜８ 国際理解 風に立つライオン Ｄ-（22） よりよく生きる喜び １

一
学
期
12
時
間 前

期
16
時
間

２ 10〜13 スポーツ 銀メダルから得たもの Ａ-（４） 希望と勇気，克己と強い意志 １

３ 14〜19 伝統・文化 出迎え三歩，見送り七歩 Ｂ-（７） 礼儀 １

４ 20〜23 伝統・文化 昔と今を結ぶ糸 Ｃ-（17）我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 １

５ 26〜33 「いじめ」と向き合う 卒業文集最後の二行 Ｃ-（11） 公正，公平，社会正義 １

６ 36〜40 「いじめ」と向き合う 違うんだよ，健司 Ｂ-（８） 友情，信頼 １

７ 44〜47 いのちの大切さ　国際理解　先人に学ぶ 命のトランジットビザ Ｃ-（18） 国際理解，国際貢献 １

８ 48〜54 いのちの大切さ　国際理解 エリカ−奇跡のいのち− Ｄ-（19） 生命の尊さ １

９ 58〜60 よりよい社会と私たち 私も高校生 Ａ-（1） 自主，自律，自由と責任 １

10 62〜67 よりよい社会と私たち あるレジ打ちの女性 Ｃ-（13） 勤労 １

11 68〜71 よりよい社会と私たち 先人に学ぶ スポーツ No Charity, but a Chance! Ｃ-（12） 社会参画，公共の精神 １

12 72〜77 よりよい社会と私たち 新しい夏のはじまり Ａ-（３） 向上心，個性の伸長 １

13 78〜83 安全に生きる　伝統・文化 先人に学ぶ 「稲むらの火」余話 Ｃ-（16）郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 １

二
学
期
14
時
間

14 86〜89 「いじめ」と向き合う　情報モラル 言葉の向こうに Ｂ-（９） 相互理解，寛容 １

15 92〜95 「いじめ」と向き合う　いのちの大切さ 命の大切さ Ｃ-（11） 公正，公平，社会正義 １

16 96〜100 「いじめ」と向き合う ゴリラのまねをした彼女を好きになった Ｂ-（８） 友情，信頼 １

17 102〜109 二通の手紙 Ｃ-（10） 遵法精神，公徳心 １

後
期
19
時
間

18 110〜113 独りを慎む Ａ-（２） 節度，節制 １

19 114〜117 よりよい社会と私たち 電車の中で Ｂ-（６） 思いやり，感謝 １

20 118〜121 よりよい社会と私たち 自分・相手・周りの人 Ｃ-（12） 社会参画，公共の精神 １

21 122〜125 よりよい社会と私たち　スポーツ 失った笑顔を取り戻す Ｃ-（13） 勤労 １

22 126〜129 環境　伝統・文化 「川端」のある暮らし Ｄ-（20） 自然愛護 １

23 130〜135 環境 風景開眼 Ｄ-（21） 感動，畏敬の念 １

24 136〜139 いのちの大切さ 臓器ドナー Ｄ-（19） 生命の尊さ １

25 140〜143 いのちの大切さ iPS細胞で難病を治したい Ａ-（５） 真理の探究，創造 １

26 146〜149 伝統・文化 父は能楽師 Ｃ-（17）我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 １

27 150〜153 国際理解 本とペンで世界を変えよう Ｃ-（18） 国際理解，国際貢献 １

三
学
期
９
時
間

28 154〜157 安全に生きる 塩むすび Ｂ-（６） 思いやり，感謝 １

29 158〜161 よりよい社会と私たち 町内会デビュー Ａ-（１） 自主，自律，自由と責任 １

30 162〜169 よりよい社会と私たち 一冊のノート Ｃ-（14） 家族愛，家庭生活の充実 １

31 170〜173 よりよい社会と私たち サトシの一票 Ｃ-（12） 社会参画，公共の精神 １

32 176〜179 伝統・文化　先人に学ぶ ワンス・アポン・ア・タイム・イン・ジャパン Ｃ-（10） 遵法精神，公徳心 １

33 180〜183 国際理解　先人に学ぶ 世界を動かした美 Ｄ-（22） よりよく生きる喜び １

34 184〜187 お別れ会 Ｃ-（15） よりよい学校生活，集団生活の充実 １

35 188〜191 いのちの大切さ　安全に生きる 希望 Ｄ-（19） 生命の尊さ １

計 35

［備考］
・�表の「学習指導要領の内容項目とキーワード」は学習指導要領第３章第２の内容を表す。Aは「主として自分自身に関するこ

と」，Ｂは「主として人との関わりに関すること」，Ｃは「主として集団や社会との関わりに関すること」，Ｄは「主として生命や
自然，崇高なものとの関わりに関すること」を示す。




